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中
山
幸
紀
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

以
前
、
事
故
に
遭
い
そ
う
に

な
っ
た
経
験
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
で
南
大
野
地
区
は
上
位
と

な
り
、
中
で
も
大
野
小
学
校
入

口
交
差
点
が
一
番
危
険
で
あ
る

と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
交

差
点
の
早
期
整
備
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
整
備
の
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

本
交
差
点
は
丁
字
交
差
点

に
市
道
２
本
が
斜
め
に
交
わ
る

変
則
的
な
形
状
で
あ
り
、
交
通

の
円
滑
化
と
安
全
上
の
観
点
か

ら
改
良
計
画
を
進
め
て
い
る
。

計
画
は
丁
字
交
差
点
化
を
基
本

と
し
、
平
成
25
年
度
に
実
施
設

計
を
行
い
、
現
在
は
警
察
等
の

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
る
。

信
号
機
の
設
置
を
27
年
度
に
予

定
し
て
お
り
、
工
事
実
施
に
向

け
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

大野小学校入口交差点
早期整備が望まれる 進捗状況は

平成27年度の工事に向け取り組む

道 路 ・ 交 通

か
つ
ま
た
竜
大
議
員
（
民
主
・
連
合
・
社
民
）

　

外
環
道
路
の
開
通
で
市
内
道

路
交
通
の
変
化
が
予
想
さ
れ
る

が
、
事
業
者
に
要
望
し
て
い
る

も
の
の
交
通
量
予
測
が
な
か
な

か
提
示
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

市
民
理
解
を
得
る
に
は
基
礎
と

な
る
数
字
を
示
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
市
独
自
で
も
交
通

量
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
市
の
見
解
を
問
う
。

市
独
自
で
も
交
通
量
調
査
実
施
す
べ
き

予
測
・
評
価
を
引
き
続
き
事
業
者
に
要
望

外環道路開通と交通変化

答　

外
環
供
用
に
よ
る
周
辺
道

路
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
年
７
月
、
市
内
主
要
幹
線

道
路
や
接
続
道
路
等
の
交
通
量

の
予
測
・
評
価
の
明
示
を
含
む

要
望
書
を
提
出
し
た
。
国
等
は

外
環
開
通
後
の
周
辺
道
路
の
交

通
変
化
の
対
応
に
も
引
き
続
き

取
り
組
む
と
し
て
お
り
、
市
も

引
き
続
き
交
通
量
の
予
測
・
評

価
を
事
業
者
に
要
望
し
て
い
く
。

越
川
雅
史
議
員
（
無
所
属
・
ネ
ッ
ト
）

　

曽
谷
橋
交
差
点
を
南
北
に
縦

断
す
る
、
国
分
交
番
と
春
木
川

に
挟
ま
れ
た
市
道
０
２
３
１
号

は
、
道
路
幅
員
が
狭
く
歩
道
が

な
い
こ
と
等
か
ら
、
歩
行
者
の

通
行
に
危
険
が
あ
る
。そ
こ
で
、

当
面
の
対
策
と
し
て
、
歩
行
者

の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
交

番
西
側
の
赤
道
を
活
用
し
、
歩

道
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
提

国
分
交
番
西
側
の
赤
道
を
活
用
し
て
は

市
川
警
察
署
と
協
議
を
進
め
て
い
る

市道０２３１号の安全確保

案
す
る
。
市
の
認
識
を
問
う
。

答　

現
地
調
査
の
結
果
、
当
該

市
道
は
歩
行
者
の
安
全
が
十
分

に
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、
赤
道

の
活
用
は
有
効
な
手
法
で
あ
る

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
交
番
を

管
理
し
て
い
る
市
川
警
察
署
と

赤
道
の
整
備
に
つ
き
協
議
を
進

め
て
い
く
。
平
成
26
年
10
月
中

に
は
、
千
葉
県
警
本
部
と
の
現

地
立
ち
会
い
も
予
定
し
て
い
る
。

インドネシア・メダン市
姉妹都市締結25周年　議員２名を派遣

　平成26年10月14日から18日まで、市川市公式代表団が、インドネシア・

メダン市を訪問しました。市議会からは代表として松永鉄兵副議長、並木まき

議員を派遣しました。

　メダン市は、スマトラ島最

大の都市（人口約211万人）で、

本市とは平成元年に姉妹都市を

締結、市民親善交流、青少年交

流等により友好を深めてきまし

た。平成４年にはオランウータ

ン２頭が寄贈され、市川市動植

物園で出会うことができます。

【日　程】

平成２６年７月１６日～１８日

【視察地及び視察項目】

・釧路市　代表質問制・議会改革の取り組み

　　　　　（議会基本条例）

・根室市　代表質問制・通年議会

・網走市　代表質問制・委員会におけるイン

　　　　　ターネット中継

釧　路　市
【主な視察内容】

　本市において導入を進めている代表質問制につ

いて、各市の状況（本会議の運営方法、発言者数、

発言時間、非交渉会派の取り扱い等）を視察した。

また、代表質問制に加え、釧路市では議会改革の

取り組み、根室市では通年議会の運営、網走市で

は常任委員会のインターネット中継について視察

した。より市民に開かれた議会としていくために、

本市における今後の議会運営に参考となった。

視 察会員委営運議 会 の

＜市川市使用料条例等の一部改正の修正内容＞

　原案に対する修正議決の主な内容は、次のとおりです。

○改正条例の施行日は、原案より６カ月遅らせ、平成 27 年４月１日としました。

　平成 27 年９月 30 日までは現行料金、10 月１日から新料金が適用されます。

○ただし、以下の施設における市民等の使用料等は、平成 27 年 10 月１日から

28 年９月 30 日までの 1年間、原案の新料金の引き上げ幅を 1/2 とする料金が

適用されます（平成 28 年 10 月１日以降は原案どおりの新料金となります）。

公民館、勤労福祉センター（分館を含む）、斎場の火葬料、市民談話室、男

女共同参画センター、地域ふれあい館、アイ・リンクセンター、アイ・リン

クタウン展望施設交流ラウンジ、急病診療・ふれあいセンター集会室

○その他、修正案では、増収分は全て施設の維持管理経費に充てること、今後策

定される公の施設に関する総合的な計画と整合する使用料のあり方を検討し、

その結果に基づき必要な措置を講ずる等の条項が置かれました。

＜市川市国民健康保険税条例の一部改正の修正内容＞

　原案に対し、以下の均等割額を引き下げる旨、修正議決しました。

現　行 原　案 修正案

国民健康保険の被保険者に係る後期高齢

者支援金等課税額の被保険者均等割額
6,000 円 7,400 円 6,800 円

介護納付金課税被保険者に係る介護納付

金課税額の被保険者均等割額
7,200 円 13,200 円 10,800 円

　これに伴い、減額措置（７割軽減、５割軽減、２割軽減）の額も変更されます。

市制施行80周年記念事業

　平成26年７月31日（木）、８月1日（金）の２日間、市制施行80周年

記念事業として、夏休み親子議場見学会を開催しました。各回とも募集定

員を超えるご応募をいただき、両日合わせて約100名の親子のみなさんに

参加していただきました。

　集合後、議場では、子ども

たちが議席に座って、市議会

の概要について職員の説明を

聞いたり（写真上）、クイズ

形式で電子採決システムを体

験しました。その後、委員会

室（写真下）や議長室など、

普段入ることのできない市議

会の各施設を見学しました。

　議場に戻った後は、子ども

たちがそれぞれ考えてきたテ

ーマについて議席から元気に

発表しました。

　約２時間の短い日程でした

が、市議会の雰囲気を実際に

感じていただきました。


